
発
電
所
が
安
全
に
稼
働
す
る
た
め

に
は
、日
々
の
保
守・点
検
作
業
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、石
狩
湾
新

港
東
ふ
頭
に
倉
庫
を
設
け
、洋
上
に
あ

る
風
車
は
も
ち
ろ
ん
、陸
上
に
設
置
さ

れ
て
い
る
変
電
設
備
や
蓄
電
池
シ
ス

今
、海
に
吹
く
風
を
積
極
的
に
活
用
す
る「
洋
上
風
力
発
電
」が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

海
の
上
に
風
力
発
電
所
を
設
置
す
る「
洋
上
風
力
発
電
」は
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
を
向
上
さ
せ
、

国
外
の
情
勢
に
と
ら
わ
れ
ず
安
定
的
に
電
力
を
供
給
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、

ま
た
、世
界
中
で
進
む
脱
炭
素
の
手
段
と
し
て
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、道
内
で
初
め
て
建
設
さ
れ
た
大
規
模
洋
上
風
力
発
電
所
で
あ
る

石
狩
湾
新
港
洋
上
風
力
発
電
所
を
訪
ね
、運
転
開
始
か
ら
1
年
が
経
過
し
た
今
、

そ
の
維
持
管
理
や
将
来
へ
の
展
望
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

問
企
業
連
携
推
進
課
☎
72・3
1
5
8

稼
働
か
ら
1
年
、

ど
ん
な
こ
と
が

行
わ
れ
ま
し
た
か
？
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テ
ム
な
ど
の
常
時
安
全
管
理
に
向
け

た
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
、風
車
は
電
気
事
業
法
で
定
め

ら
れ
た
点
検
の
ほ
か
に
、風
車
メ
ー

カ
ー
の
基
準
に
従
い
、協
力
会
社
と
運

転
状
況
に
応
じ
た
巡
視
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、作
業
員
が「
C
T
V
」と
い
う
専

用
船
を
使
っ
て
洋
上
風
力
発
電
機
ま

で
移
動
し
、1
基
に
対
し
ほ
ぼ
1
日

が
か
り
で
入
念
に
点
検
し
ま
す
。

風
力
発
電
に
と
っ
て
11
月
〜
３
月

は
、強
い
風
が
安
定
し
て
吹
く「
ウ
イ

ン
ド
シ
ー
ズ
ン
」と
呼
ば
れ
る
最
高
の

時
期
で
す
。時
に
は
想
定
以
上
の
風
が

吹
く
日
も
あ
り
ま
す
が
、安
全
の
た
め

に
羽
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
、24

時
間
体
制
で
監
視
し
、初
め
て
の「
ウ

イ
ン
ド
シ
ー
ズ
ン
」は
順
調
に
稼
働
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

石
狩
の
風
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る
。

石
狩
湾
新
港
洋
上
風
力
発
電
所
が
運
転
を
開
始
し
て
1
年
。そ
の
取
り
組
み
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
す
！

Q
稲田所長と
藤田所員に
聞きました!

▲作業員が洋上風力発電機への移動に使う専用船
　「CTV（Crew Transfer Vessel）」

㈱グリーンパワーインベストメント提供

㈱グリーンパワーインベストメント提供
基本DATA 石狩湾新港洋上風力発電所

合同会社グリーンパワー石狩が2024年1月1日
から商業運転を開始した洋上風力発電所。2007年
ごろから構想が立ち上がり、地元漁業者らとの調整
や環境影響評価などを経て、石狩湾新港から約1.6
㎞の北防波堤沖合側に14基の洋上風力発電機を設
置しました。
総出力は112,000kW。一般家庭約83,000世帯
分の年間電力消費量に相当する電気を発電できる

施設です（参考：石狩市は約28,000世帯）。
なお、風力発電事業では風や波、地震、落雷などに
対し、地上のビルなどと同様の耐久力と、電気事業
法などに基づく技術基準に適合していることが必須
条件となっています。当発電所ではこれらの条件を
満たして「ウィンドファーム認証※」を取得しており、
専門の技術者が24時間体制で風車の安全管理を
行っています。 ▲洋上風力発電機本体の

　建設工事の様子※ウィンドファーム認証とは？
　風力発電所を建設するサイトの環境条件の評価を行い、その条件に基づき、風車と支持構造物の強度・安全性を評価・確認した上で発行される適合証明書のこと。

特 集



発
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安
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稼
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守・点
検
作
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か
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ま
せ
ん
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狩
湾
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ふ
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上
に
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テ
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検
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に
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ほ
ぼ
1
日
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り
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入
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点
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ま
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風
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発
電
に
と
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11
月
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月

は
、強
い
風
が
安
定
し
て
吹
く「
ウ
イ

ン
ド
シ
ー
ズ
ン
」と
呼
ば
れ
る
最
高
の

時
期
で
す
。時
に
は
想
定
以
上
の
風
が

吹
く
日
も
あ
り
ま
す
が
、安
全
の
た
め

に
羽
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
、24

時
間
体
制
で
監
視
し
、初
め
て
の「
ウ

イ
ン
ド
シ
ー
ズ
ン
」は
順
調
に
稼
働
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
、世
界
中
で
脱
炭
素
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
刻
も
早
い
対
応
が
迫
ら
れ
る
中
、自

然
の
力
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、脱
炭
素

化
や
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
い
っ
た
観
点

か
ら
も
、そ
の
将
来
性
に
多
く
の
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

洋
上
風
力
発
電
に
は

ど
ん
な
魅
力
や
将
来
性
が
？

特
に
国
土
の
狭
い
日
本
で
は
、洋
上

風
力
発
電
へ
の
関
心
は
高
く
、障
害

物
の
な
い
広
い
海
の
上
で
、効
率
よ
く

大
規
模
に
発
電
で
き
る
方
法
と
し
て

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
技
術
者
の
仕
事
は
、風
車

が
能
力
を
最
大
限
発
揮
で
き
る
よ
う

整
備
を
行
い
、安
全
で
安
心
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。石
狩
の
風

が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
ま
ち
の
発
展
に

つ
な
が
れ
ば
、こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

石
狩
市
に
は
、洋
上
風
力
発
電
を

進
め
る
た
め
の
好
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
、電
力
の
大
消
費
地・札
幌

が
近
い
こ
と
。そ
し
て
強
い
風
が
安
定

し
て
吹
く
こ
と
。こ
れ
は
風
力
発
電
に

と
っ
て
は
天
の
恵
み
で
あ
り
、効
率
の

よ
い
発
電
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、こ
こ
に
は
巨
大
な
風
車
の
部

材
を
大
量
に
仮
置
き
で
き
る
後
背
地

も
あ
り
ま
す
。今
後
、風
車
は
大
型
化

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、洋
上
風
力
発
電

所
の
建
設
や
運
転
管
理
に
は
必
須
条

件
に
な
る
は
ず
で
す
。利
便
性
の
よ
い

港
の
存
在
も
ま
た
、日
々
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
う
上
で
大
変
な
メ
リ
ッ
ト
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、石
狩
市
が
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ユ
ー
ザ
ー
と
な
る
企
業
誘

致
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る

こ
と
も
、私
た
ち
が
事
業
を
進
め
る
上

で
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、石
狩
市
は
ま

さ
に「
風
力
発
電
の
適
地
」だ
と
思
い

ま
す
。

石
狩
が
持
つ

魅
力
と
は
？

Q

Q 石狩の風で効率よく、
持続可能な自然エネルギーが
つくられています

2023年開催の
「ザ・シンポジウムみなとin石狩湾新港」では
洋上風力発電による産業振興の提案も
▼

石狩湾新港洋上風力発電所

所長 稲田亮さん
りょう

所員 藤田亮さん
りょう


